建築空間の境界と打出の装束　――附・宮内庁書陵部蔵『女房装束打出押出事』翻刻―― by 赤澤 真理
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べた。固定的な建具が登場していない平安時代 おいて 女性の領域を囲み、外に示す調度として、院政期 ら鎌倉時代に発展した打出に着目した。物語文学・女房日記・古記録を基に、打出の内部に座り装束の意匠を競い合う女房
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式は南面あるいは東と西で行われ、北面には台盤所等の女房 居所 あった。中世になると、殿舎 並戸により区切り、南側をハレ、北側をケとする使い方が固定化してくる
。近世における 流の武家住宅では、表と奥の機能から殿
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『中右記』 （藤原宗忠日記（一〇六二～一一四一） 、物語では『栄花物語』続編（一〇六二～一一〇七）に用例が散見されるようになる。①儀礼時の女院・后の座所周辺を装飾する。②拝礼・通過儀礼の空間を装飾する。③御使を迎える際の妻戸口等を明示するなどの ある。当初は女房が実際 着用し装束を出していたが、几帳 架けて設置
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十二世紀後半の有職故実書 『雅亮装束抄』 には、 「打出」 の項目があり、 柱間一間に、 二具の装束の片袖ずつを出す。




























































打出が見られるが、これは女性のために設けられた空間では く、あくまでも儀式空間 装束の一つであるとす 。
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差に対する禁制が強化される。 『玉葉』 （一一六四～一二〇二年）を事例に、打出に対して、押出は女房が実際に着用するものであり、打出が妻戸口に置 れたのに対し、押
出は柱間に広い範囲でなされていることを見出す。また、男
性官人が御簾の外側から装束を引き出す作法を指摘する。 次稿では、 『台記』 （一一三六～一一五五年） の頼長 関わった打出に着目する。
 （
15）
晴儀に際しては打出用の装束は統一されたものが主人から支給された。 『台記』 に示された 「打出」
は、 「女房出袖」とあり、柱間一間に二人が座り、女房が袖を出し着座する様とする。続いて 近衛天皇をめぐる後宮争いとして、皇后多子（頼長養女）と女御呈子について
清涼殿で宮中最勝講を聴聞する際に、皇后多子の打出の装
束は過差の禁制の対象と指摘され、 御呈子の二重織物で仕立てた豪華な几帳は禁制とされなかった をあげ、打出が調度化してゆく背景 禁制から 逸脱 あげる。
 
 
周成梅は、 『雅亮装束抄』を基に打出の作法を詳細に明らかにするとともに、 『台記別記』等 史料に着目し、男性








 － 284 －
 
筆者は、平安時代における歌合の空間の復原に取り組んだ際に、后や内親王などの女性を主催者とする催しに、女
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図 1 融通念仏縁起上巻 
図 4 打出の想定図 
図 6 倫子六十賀 打出の領域 
図 2 紫式部日記絵巻日野原家本
図 3 駒競行幸絵巻（和泉市久保惣記念美術館蔵） 
彰子
図 5 年中行事絵巻巻一 
国母 
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葉』正月拝礼、 『定家朝臣記（平家） 』師実公内大臣装束始（寝殿階間か 東間並びに東面に御簾を懸けて北政所御在とする） 、 『三長記』良経公内大臣就任（寝殿南溜二間東面一
間に打出）などをあげている。また、寛政三年政所雑記

































濃紫紅単衣」とあり、海浦の景を描いた白腰裳 紅袴をあげている。 『山槐記』 記事には指図が （図
8） 。指図





打出、女郎花単重 紅打出、朽葉織物、表着蘇芳 薄色、裳白腰、依新制無華美事」 。すなわち、新制に従っており、華美では無いとしている。 『兵範記』同記事には指図がある。東庇三ヶ間に打出があり、 「年中行 絵巻」別本正
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打出 






























図 12 寛政四年(1792 )四月二十八日
内裏小御所 管弦の舗設図 
図 11 『兵範記』保元二年十一月十六条 五節舞 
打出
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とりあげた。宮内庁書陵部蔵『女房装束打 押出事』を検討すると ①妻戸に設置する、②拝礼の空間を装飾する、③儀礼や仏事の際に女性の参加を示し装飾する機能を見 すことができた。打出の意匠については、全て同色 全て異なる色、四色などに限定、袴の有無、裳など 多種多様 ある。特に『兵範記 仁平二 三 七日条
 鳥羽天皇五十



























































































15）同「藤原頼長の見た「打出」―その日記 台記』を中心に」京都女子 学大学院文学研究科紀要 十四号、二
〇一五年。
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              〈付記〉本表の作成は、樋笠逸人氏のご尽力を賜った。
 
本論文の図版は、 『日本絵巻大成』八・九、中央公論社、一九七七年・一九七八年、 『続日本絵巻大成』十一、中央公 社、 一九八三年、 『駒競行幸絵巻研究』 和泉市久
保惣記念美術館、 二〇〇一年、 『兵範記』 臨川書店、
一九六五年、 『山槐記』臨川書店、一九六五年から引用させていただいた。
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翻刻図 3 『女房装束打出并押出之事』




   （宮内庁書陵部蔵）図版部分
